
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

８．５ｈａ

０ｈａ

１５．８ｈａ

９．５ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

③地区内における７０才以上の農業者の耕作面積の合計 ８．５ｈａ

直近の更新年月日

令和２年３月平成２５年３月

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

・高齢化が進んでおり、農業後継者、新たな農地の受け手の確保が必要である。
・兼業農家が多く、現在の高齢者が耕作できなくなった時は、水稲を含め、農業を辞めるという選択肢になる可
能性もある。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

気山地区（気山集落）

市町村名

美浜町

（備考）

０ｈａ④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

・水田利用は、できる限り各戸が耕作を続け地域の農地を維持していくが、継続的に地域で話し合いを行い、後
継者のいない農地を中心経営体へ集約していく。



４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

《基盤整備への取組方針》

《園芸作物等の導入方針》

《鳥獣被害防止対策の取組方針》

《その他》

《農地の貸付け等の意向、農地中間管理機構の活用方針》
・地区単位でなく、各農家の問題となるため、役場とＪＡが間に入り、直接農家と相談しながら、農業が継続でき
るような提案をしていく。


